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※管底高は平成8年2月調製の台帳図より。

（南部幹線）
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※地盤高数値は、直接水準による令和3年度測量成果である。

南部 流域 下 水 道 台帳 図

ナン-17-1，ナン17-2 S=1:60
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SUS　130×427×6200
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転落防止用安全柵

3.926

IE=4.094

IE=4.140

コンクリート　σck＝210kg/㎝2

捨コンクリート　σck＝160kg/㎝2

割栗石基礎

掃除口　ダクタイル蓋 点検口　ダクタイル蓋

コンクリート　σck＝160kg/㎝2

Φ600×900×600

足掛金物　Φ19×400

IE=-4.140 IE=-4.094

インバート上塗モルタル　t=2㎝(1:2)

インバートコンクリート　σck＝160kg/㎝2

転落防止用安全柵


